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四
十
•六
卷
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第
八
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號

.
,

,
「

零
細
撒
家
の
尨
大
，な
傭
を
鎗
底
と
1

、
丼
同
經
營.
も
肿
せ
で
個
人
： 

取
}

H

を
中
核
と
す
る
企
業
體
經
營
に
中
心
を
お
き
そ
の
上
に
一
握
り
の
會
：
 

社
資
本
が
K

大
資
本
を
尖
端
と
し
て
そ
の
ホ
罾
カ
の
高
さ
と
ぎ
采
カ
を
も

• 

つ
て
君
臨
す
る.如
き
關
係JC

九
九
5

の

描

本

構

成

の

上

に

•構

築

さ

れ

て 

,

い

る

日

本

、漁

榮

の

經

濟

横

勝

が

1

如
何
な
る
過
程
を
た.^
つ
て
形
晚
さ
れ： 

て
來
た
か
、
す
か
わ
ち
、
德
川P
漁
業
の
跑
本
的
諸
關
係
！
封
建
的
漁
榮 

構
造
が
、
明
治
雜
新
を
經
過
し
、
"

岿

然

經

濟

か

ら

商

说

經

濟

へ

'
、
、
庭

業

か 

•
ら
漁
業
の
分
離
、
議
の
急
連
な
：る

證

替.と
共
に
、
.舊
來
め
諸
關
係
が
ノ 

如
何
に
變
化
せ
し
め
ら
れ
て
來
た
か
、
と
同
時
に
、
镊
來
•の
諸
關
係
が
如 

何
忙
利
用=

残
存
せ
し
め
ら
也
て
來
た
か
、
の
問
題
を
ふ
く
み
な
が
ら
、

H

本
漁
榮
.に
お
け
る̂

本
主
義
の
發M

I
'M

^
に
啦
け
る
資
本
關
係
の
發 

坐
と
、
資
本.に
ょ
る
漁
業
の
把
握
丨
の
歷
史
的
檢
討
が
、
現
代
に
お

.け
る
ハ：
：
.

:
-:
:
B
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漁
i
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-M

她

危

機

：
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潇

^

^

■
-i
)

.
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恶
に
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断
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あ
る
と
思
は
れ
る
。
と
共
に
、
わ
れ
汜
れ
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實
態
調
杏
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お
い
て
尺
町
を

#
.
, 

,
ふ

漁

業

地

帶

彩

羅

屬

の

；特

|

萬

船

由-

^

元

就

營

史

鉍

る

と

：把
ん

. 

:
.掘

し

、.：
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格

を
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す

る

た

め
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^

俄
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こ
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の

出

來
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齧
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■

.

だ
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义
ポ
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農
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■

歷

■

發
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j
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濟
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危
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漁
樂
と
い
ぅ
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殊
な
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い
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い
普
る
だ
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史
办
發
隄
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纩
七

^
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；
^

:」

?

':
- 

え
亦
き)

1
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ぁ
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：ろ̂
か
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濟

史
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綠
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(
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■

紙
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- 
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中
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と
す
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漁
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中
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す
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達
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類
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傾
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•
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果
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.'て
:'
>;

第
ー〕

：ー
め
疆
ぬ̂

^

父
ら
.れ
ず
、

：：：

第
：

I
)：

の
*

P

の
漁
業
Q

'i
g

達
が
、V

地

區

：
の

議

發

達

：の

屮 

あ
り
、•漁
業
吏
配
の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
1

お
る
。
ま
た
本
哿
の 

.-
■
.
ー
；
；
，
.：
指

摘

に-%:

あ
谷
ど
1

:<
:
:
'、"
：第
^

'
:.0
.系
統
&

ぞ
ぐ
す
石
漁
業
經
營
が
、
日
本 

'■
::
-
:
:囊

：の
#
濟
構
造:<
0

裳
要
な
る
避
質
ゼ
敕
成
ポ
て̂
る
と
思
；わ：̂:

.-
'
:
:
'

)

敌

、
；
：
想
ー

^

れ

ば

.
、
：
.日

樣

ノ
な
：̂
办
あ
、.：
：と<;
に
.、
第
.ー§

罙
統
に
屬
す
る
漁
業
經
營
が̂̂

け
る
最
も
有
力
な
る
漁
業
支
配
考
で
あ
り
、
，

一

地
區
の
政
治-
，
社
#

の
ち
.

ら
ゆ
る
面
で
の
强
カ
な
る-1
司
カ
を
^
す
る
も
の
で
あ
る
と/'
う
即
；出
ょ

,

遍

1

■
蘇

截

絮
■

揚
1 :

へ
厳
&-

系
統
_

,

ー

し
て
、
描
造
的
に
、
そ
の
發
達
が
.
つ
か
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
，い
と
考
え
る
の 

で
あ
る
。
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丨
さ
.
て
、
内
地
沖
合
漁
業
社
、
明
治^

十

年

代

，に

お

け

る

漁

船

動

力

化

、

.
'

.
漁

船

大

型

化

と

い

う

技

術

的

變

革

を

支

，柱

と

•し
て
、
經
營
に
お
い
て
も
、 

.
飛
削
的
な
發
達
を
と
げ
た
。
そ
の
時
期
を
掠
と
し
て
、
.
漁
業
は
資
本
に
ょ

>
,
識

1
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1:
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1

_

|

_
奮
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亂
_

|^
:
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_
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瑪
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■

貪
 

_
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双 
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變
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勞

猶1

薩

■

義

集
_

■

麗

_

i:
:

_

l:
i ;

.
然

と

し.て

狻

能

的

手

勞

働

の

1

茶J
a
g
)

で
支
え
ら
れ
て
協
業
の
體
系
が
一 

潔

一

先

ぃ

養

點

.廉

來

沈

、
ー

_

|

_

,卷
^

^

_
漁

繁»

濟

の

聽

を

J

了1

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
的
漁
業

J
C
1
1

一
頁)

と
し
S

定

. 

し
て
い
る
。
此W
V1
1

H>L

い
規
ポ
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
が
.漁
榮
を
つ：

か 

む
塌
合
、
そ
の
つ
か
み
方
が
具
體
的
に
^
;
わ
九
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問.
 

瓶

で

あ

ろ

う

。

す

な

わ

ち

、

業

が

そ

こ

’
に

见

出

し

た

議

の

留

麗

係

:
;
;へ1

1

拇
_

:

:

.顧

質
#

醫

^

^

^

,

_

本

_

:

繁

.
平

均

利

潤

を

、

あ

る

い

は

そ

れ

以

上

め

剩

餘

め

獲

得

に

陶

，う

か

.
が

問

題

と 

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ.こ
で
考
克
ら
れ
必
こ
と
は
、
漁
業
經
營
が
、
.
資

本

甜. 

的
鮑
赠
丨
商
品
生
產¥
成
立
し
、
資
本
と
务
働
と
い
う
資
本
關
係
が
形
成

'

H
;
詩 if  
p
:
;_

.

存
在
形
態
を*取
り
得
る
の
で
あ
る
，
.

•

，

，

.
-

,
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近
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わ
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查
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っ
於.瓦
町
地
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區
の
漁
業
經
濟
に
お
け
る
持
質
が
、
內
地
沖
合
漁
業
の
う
ち

「
船
主—

船 
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經
營
と
し
て
特
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具
體
化
さ
れ
てV

る
と
づ
か
ん
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で
あ
る
。
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營
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實
ぬ
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メ
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「

地
緣
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血
緣
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:

■
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釋

薩

的
■

篇
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糊
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;

々
：

ノ：
へ-0
形
態
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經
濟
外
激
强
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'が
：强
べ
働.い
'
て
い
.
.る
.よ
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5
に
'見
え
.る
0
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.か
' 

.か
る
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の
を
蓝
盤
と
し
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成
さ
れ
て
い
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分
に
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勞
働
崩
傭

猶
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i
s

饕

1

成

獄

■

る

,

よ
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も
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形
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一
形
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と
し
て
存
在
す
る
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あ

る

こ

「

と
，
が

指

摘

出

來

る
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で

あ

る

0
,か
く
て「

船
主—

船
ー
兀

」

經

營

の 

本
質
を
集
中•的
に
表
現
す
石
も
の
と
し
て

「

步
合
制
度」

■が
問
題
とな

っ
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た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
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の
地
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に

「

赠
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丨
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さ
れ
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â
g
w
g
^
m
a
a
a
d
_
r、

奪
，
^

a
ĝ
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三
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田̂

^

誌
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第

四

十

六
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第
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九

號
:
1
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<

, 

, 

'
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.
- 

A

勞
働
と
'
貨

湯

度
11
-

(
1’

五
九
页
以
下)

に
お
い
てu

れ
化
ふ
れ
て
い
る
の 

で
あ
る
が
、.
.ま
ず
！̂

勞

働

關

係

，
の

全

般

を

み

.る
た
め
^
、-
漁
撈
の
技
歡 

的
體
系
と
そ
の
人
的
聯
成
が
檢
討
さ
れ

(

第
一
節)

、
っ
づ
い
て
、
厨
傭
形 

態
•

賃
懸
度
が
論
述
さ
れ
て
い̂

0
 

|

節)

。
本
書
の
論
述
吖.視
角
. 

は
、'漁
業
に
啪
け
る
勞
働
力
が
二
重
の
意
味
で
自
由
で
な
い
結
果
、
そ
の 

集
中
的
反
映
を
賃
篇
度
に
み
、
灰
の
賓
霸
度
は
、
時
間
賃
銀
で
は
な 

し
ぬ
、
出
來
高
狒
賃
銀.の
一
變
形
'

そ
の
■特
殊
な
形
態4
し
て
の
步
合
制
；
 

度
と
し
て
特
徵
的
に
沅
さ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
，

(

ブ
八
四
頁)

こ
と
と
、
艰 

合
制
そ「

船
頭=

漁
撥
長
制
度」
と
相
互
規
矩
的
な
關
係
に•あ
.
る

も

.，の 

と
し
て
つ
ヵ
む
こ
と->
2

九
^
ハ
瓦)
こ

こ

よ
.̂

、

沙

合

制

を
^:
え

る

ィ 

デ
ォ
'
ロ
ギ
I

的
基
盤
と
し
て.
の「

共
同
經
營」

的
幻
想
の
發
生
、

(

一
九； 

、六
茛)

こ
れ
ら
三
者
を
相
瓦
にi

せ

し

め

，乍

ら

於

合

制

度

を

理

解

し

て 

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
步
合
制
は
微
業
，に
'お
け 

る
特
殊
な
漁
撈
作
業
よ
り
來
か
拔
術
的
特
贺

(

K

本
家
の
眼
の
金
く
と
ど

■

_

J

慕

漁

猶

業
■

ゎ
_

■

■

!

#;

舊

■

のk

題
、
或
は
、
敝
の
仕
込
、
等
の
經
琎
の
問
題
等
が

)

に
よ
っ
て
、
 

形
成
で
れ
て
來
る「

船
頭=

漁
樹
長」

制
度
と
結
び
っ
，け
ら
れ
て
っ
か 

ま
れ
て
い
る
。.
わ
れ
わ
れ
は
、
本
替
に
お
.け
る
論
趣
が
や
や
漁
撈
技
術 

的

に

っ

か

ま

れ

て

い

、る

船

頭

=

^

^
長

制
.^

と
'い
ぅ
、//(
1

勞̂
|1

,
の

按

術

的 

側
商
を
强
調
す
る
結
果
か
ら
し
て
、
涉
合
制
の
本
質
と
、
そ
の
形
成
の
過 

程
を
、
必
ず
し
も
充
分
に
现
解
し
得
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
步 

冷
■

は
：̂

^

:

顏

：H

-V
V
-
:象
漁
業
®

^

お
が
_

係
4

:1
:

■

具
ft

的
抱 

と
ら
え
ら
れ
る.こ
と
が
必
製
で
あ
り
、
資
本
が
漁
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經
營
を
づ
れ
ん
、ガ
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麗

の
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•
態
と
し
て
打
ち
办
し
ぶ
來
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

ぐ
：；̂

。：.：
勿

論

、
：

藝

霸

ぃ

馨

制

度

：免

議

.に
拉
い
成
廣
乂
採
用̂
 

斲
固
に
維
持.さ
九
て
い
る
事
實
が
、
敝
頭=
漁
樹
長
制
度
と
深
く
關
聯.じ

： 

'

て

い

る

こ

と

を

認

識

す

る

も

の

で

は

あ

る

が

.0
涉

介

制

度

に

一

股

的

特

钗 

と
い
く
つ
か
の'
偏
り
を
も
た
ら
し
た
と!?
:

ろ
の
も
の'
は
、
實
は
そ
の
行
わ- 

れ
て
い
る
资
業
經
營
の
内
容
の‘持
つ
特
殊
、

具
體
的
袖
格
に
外
な
ら
な 

い
の
で
あ
つ
て
、."艄
頭
=

漁
撤
聚
制
度
は
、
か
く
て
如
か
る
步
合
制
度 

を
成
立
、
，
維
錄
ぜ
し
め
る
一
つ
の
要
因
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
船
頭

H

漁
,.

■

撈
長
制
度
は
、
旣
に.あ

た

え

ら

れ

た

金

'
額

の

分

亂

を

船

か

に

た

い

し

て

の 

。.
>

%配
：;̂
;

遊
弹
%
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立
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'^

恶
職
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^-
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寒
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^

ぁ
.
っ
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-て
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船
方
に
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配
さ
れ
，る
金
額
そ
の
も
の
を
規
定
し
て
い
る
步
合
制
度
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は
、
r

り
廣
い
内
容
を
持
づ.て
.い
る
も
の
で
あ
りA
资
本
に
よ
り
漁
業
經
， 

'

,#

ボ
ま
が
4

れ
^

§

食
戮
邂
營
<o

在
W

請
ぬ
集
中
的
表
現
あ
み
だ
け
れ
ば 

.

な
ら
な
い
の
で
ふ
ろ
ぅ
。\v_
の
よ
ぅ
に
し
て
涉
翁
度
は
明
甶
に
資
本
制
.:
.

經
營
下
に
お
け
る
货
銀
形
態
で
は
あ
る
が
A

そ
れ
は
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か
し
近
代
的
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%

型
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僉
貴
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^
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取
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；
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い
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つ
て
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炎
合
制
度
に
そ
の
集
中
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み
る
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,

ろ
の
漁
業
經
營
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い
て
は
、
步
<
&
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特
賢
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し
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考
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；
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篇
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叙
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^
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と
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-
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營

淡

び

變

經

濟
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